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明 細 書

発明の名称 ：撮像装置、色補正方法および色補正プログラム

技術分野

[0001 ] 本開示は、調光素子を用いて撮像信号を取得する撮像装置、ならびにその

ような撮像信号に適用される色補正方法および色補正プログラムに関する。

背景技術

[0002] デジタルカメラ （デジタルスチルカメラ）等の撮像装置では、通常、撮像

光の光量を調整する調光素子として、機械的に調光動作 （光量調整）を行う

絞り （アイリス）が設けられている。また、最近ではこのような機械式の絞

りの代替手段として、二色性色素を含有するゲス ト—ホス ト （G H ) 型の液

晶を用いた、電気式の調光素子 （液晶調光素子）が提案されている （例えば

、特許文献 1参照）。

先行技術文献

特許文献

[0003] 特許文献1 ：特開 2 0 0 1 _ 1 4 2 0 5 0 号公報

発明の概要

[0004] ところで、上記 したような各種方式の調光素子を内蔵 した撮像装置では、

そのような調光素子を介 して、撮像素子により撮像信号が取得される。この

ようにして得られた撮像信号では、状況に応 じて色補正が必要となる場合も

想定されるため、適切な色補正を実現する手法の提案が望まれる。

[0005] したがって、調光素子を用いて取得 した撮像信号に対 して適切な色補正を

行うことが可能な撮像装置、色補正方法および色補正プログラムを提供する

ことが望ましい。

[0006] 本開示の一実施の形態の撮像装置は、入射する撮像光の光量を調整する調

光素子と、この調光素子から出射された撮像光に基づいて撮像信号を取得す

る撮像素子と、調光素子から出射される撮像光の光量に関する情報に基づい

て、撮像素子により得られた撮像信号に対する色補正を行う色補正処理部と



を備えたものである。 この色補正処理部は、撮像信号における色バランス値

が、調光素子か ら出射される撮像光の光量に依存せずに略一定 となるように

、色補 を行 つ。

[0007] 本開示の一実施の形態の色補正方法は、入射する撮像光の光量を調整する

調光素子か ら出射された撮像光に基づいて、撮像素子において撮像信号を取

得するステ ップと、調光素子か ら出射される撮像光の光量に関する情報 に基

づいて、撮像素子により得 られた撮像信号に対する色補正を行 うステ ップと

を含むように したものである。 この色補正を行 うステ ップでは、撮像信号に

おける色バ ラ ンス値が、調光素子か ら出射される撮像光の光量に依存せずに

略一定 となるように、色補正を行 う。

[0008] 本開示の一実施の形態の色補正プログラムは、入射する撮像光の光量を調

整する調光素子か ら出射された撮像光に基づいて撮像素子により得 られた撮

像信号を取得するステ ップと、調光素子か ら出射される撮像光の光量に関す

る情報 に基づいて、撮像信号に対する色補正を行 うステ ツプとをコンビュ一

夕に実行させるように したものである。 この色補正を行 うステ ップでは、撮

像信号における色バ ラ ンス値が、調光素子か ら出射される撮像光の光量に依

存せずに略一定 となるように、色補正を行 う。

[0009] 本開示の一実施の形態の撮像装置、色補正方法および色補正プログラムで

は、調光素子か ら出射される撮像光の光量に関する情報 に基づいて、撮像素

子により得 られた撮像信号における色バランス値が、調光素子か ら出射され

る撮像光の光量に依存せずに略一定 となるように、 この撮像信号に対する色

補正が行われる。すなわち、調光素子か ら出射される撮像光の光量に関する

情報 を考慮 した色補正が実現 される。

[001 0] 本開示の一実施の形態の撮像装置、色補正方法および色補正プログラムに

よれば、調光素子か ら出射される撮像光の光量に関する情報 に基づいて、撮

像素子により得 られた撮像信号に対する色補正を行 うように したので、その

ような光量に関する情報 を考慮 した色補正を実現することができる。 よって

、調光素子を用いて取得 した撮像信号に対 して適切な色補正を行 うことが可



能 とな る。

図面の簡単な説明

[001 1] [ 図 1] 本 開示 の第 1 の実施 の形態 に係 る撮像装置 の概 略構成例 を表 す プロック

図であ る。

[ 図2] 図 1 に示 した調光素子の一例 と しての液 晶調光素子の構成例 を表 す断面

図であ る。

[ 図 3 ] 図 1 に示 した色補 正処理部 の詳細構成例 を表 す プロック図であ る。

[ 図 4 ] 図 2 に示 した液 晶調光素子 における駆動電圧 と入射光 の光透過率 との関

係 の一例 を表 す模 式図であ る。

[ 図 5 ] 液 晶調光素子 における入射光 の波長 と透過率 との関係 の一例 を表 す特性

図であ る。

[ 図 6 ] 図 4 に示 した補 正テ一 プル の一例 を表 す模 式図であ る。

[ 図7] 第 1 の実施 の形態 に係 る色補 正処理例 を表 す流れ図であ る。

[ 図 8 ] 図 7 に示 した色補 正処理 の際の色補 正値 の算 出例 を表 す模 式図であ る。

[ 図 9 ] 第 2 の実施 の形態 に係 る撮像装置 の概 略構成例 を表 す プロック図であ る

[ 図 10] 図 9 に示 した色補 正処理部 の詳細構成例 を表 す プロック図であ る。

[ 図 11] 図 1 0 に示 した補 正テ一 プル の一例 を表 す模 式図であ る。

[ 図 12] 図 1 1 に示 した補 正テ一 プル の詳細構成例 を表 す図であ る。

[ 図 13 ] 第 2 の実施 の形態 に係 る色補 正処理例 を表 す流れ図であ る。

[ 図 14] 図 1 3 に示 した色補 正処理 の際の色補 正値 の算 出例 を表 す模 式図であ

る。

[ 図 15 ] 変形例 1 ， 2 に係 る色補 正処理部 の構成例 を表 す プロック図であ る。

発明を実施するための形態

[001 2 ] 以 下、本 開示 の実施 の形態 について、 図面 を参照 して詳細 に説 明す る。 な

お、説 明は以下の順序 で行 う。

1 . 第 1 の実施 の形態 （駆動電圧情報 および温度情報 を用 いて色補 正 を行 う

例 ）



2 . 第 2 の実施 の形態 （光透過率情報 および温度情報 を用いて色補正 を行 う

例）

3 · 変形例

変形例 1 (駆動電圧情報 を用いて色補正 を行 う例 （温度情報 を用いな

い例））

変形例 2 (光透過率情報 を用いて色補正 を行 う例 （温度情報 を用いな

い例））

4 . その他 の変形例

[001 3] < 第 1 の実施 の形態 >

[ 撮像装置 1 の構成 ]

図 1 は、本開示の第 1 の実施 の形態 に係 る撮像装置 （撮像装置 1 ) の概 略

構成 をプロック図で表 したものである。 この撮像装置 1 は、被写体か らの光

学 的な画像 を撮像素子 （後述する撮像素子 2 3 ) によって電気的な信号 に変

換 する、デジタル カメラ （デジタル スチル カメラ）な どである。 なお、 この

ように して得 られた撮像信号 （デジタル信号）は、半導体記録媒体 （図示せ

ず） に記録 した り、液晶デ ィスプ レイ等の表示装置 （図示せず） に表示 した

りすることが可能 とな っている。

[0014] 撮像装置 1 は、 レンズ 2 1 、調光素子 2 2 、撮像素子 2 3 、温度 セ ンサ 3

、信号処理部 4 および駆動部 5 を備 えている。 なお、本開示の一実施 の形態

に係 る色補正方法 は、本実施 の形態の撮像装置 1 (具体的には、後述する色

補正処理部 4 3 ) において具現化 され るため、以下併せて説明する。 この点

は、後述する他 の実施 の形態 および変形例等 においても同様 である。

[001 5] レンズ 2 1 は、 ここでは 1 つの レンズか ら構成 されているが、複数 の レン

ズか らなる レンズ群 によ り構成 されていてもよい。

[001 6] 調光素子 2 2 は、 レンズ 2 1 側 か ら入射する撮像光 （撮像光 L i n) の光量

を調整 する素子であ り、 ここでは レンズ 2 と撮像素子 2 3 との間の光路上

(撮像光の光路上） に配置 されている。 この調光素子 2 2 と しては、例 えば

液晶 を利用 して電気的に光量調整 （調光） を行 うもの （液晶調光素子）な ど



が挙げられる。なお、このような液晶調光素子の詳細構成については、後述

する （図 2 ) 。

[00 17 ] 撮像素子 2 3 は、 レンズ 2 1 から調光素子 2 2 を介 して入射する撮像光 （

調光素子 2 2 から出射される撮像光 L ou t ) を検出し、撮像信号 S i nを取得す

る素子である。この撮像素子 2 3 は、例えば、 C C D (Cha rge-Coup Led Dev i

ces) やC M O S (Comp Lemen t a r y Me t a L-Ox i de Sem i conduc t o r ) 等のィメ一

ジングセンサ （固体撮像素子）を用いて構成されている。

[00 18 ] 温度センサ 3 は、調光素子 2 2 の近傍 （周辺領域）に配置されており、こ

の調光素子 2 2 近傍の温度を検出するための素子である。この温度センサ 3

は、例えばサ一ミスタ等を用いて構成されている。なお、このようにして検

出された、調光素子 2 2 近傍の温度を示す温度情報 I t e m は、光量制御部

4 4 へ出力されるようになっている。

[00 19 ] (信号処理部 4 )

信号処理部 4 は、撮像素子 2 3 において得られた撮像信号 S i nに対 して所

定の信号処理を行うとともに、調光素子 2 2 に対 して所定のフィー ドバック

制御 （後述する光量制御）を行うものである。この信号処理部 4 は、 S Z H

A G C 回路 4 1 、 A / D 変換部 4 2 、色補正処理部 4 3 および光量制御部

(光透過率制御部） 4 4 を有 している。

[0020] S / H A G C 回路 4 は、撮像素子 2 3 から出力される撮像信号 S i nに

対 して S / H (サンプル ' ホール ド）処理を行うとともに、 A G C (Au t omat

c Ga i n Con t r o l ) 機能を用いた所定の信号増幅処理を行う回路である。

[002 1] A / D 変換部 4 2 は、 S / H A G C 回路 4 1 から出力される撮像信号に

対 してA / D 変換 （アナログ/ デジタル変換）処理を行うことにより、デジ

タル信号からなる撮像信号 S を生成するものである。

[0022] 色補正処理部 4 3 は、 A / D 変換部 4 2 から出力される撮像信号 S 1 (デ

ジタル信号）に対 して画質改善処理としての色補正処理を行うことにより、

そのような色補正処理後の撮像信号 S out を出力するものである。この色補正

処理部 4 3 は、詳細は後述するが、光量制御部 4 4 から供給される温度情報



1 t e mおよび後述する駆動電圧情報 I V を用いて、色補正処理を行う。す

なわち、このような駆動電圧情報 I V を用いて色補正処理を行うことにより

、後述する光透過率情報 I t r a (光量情報）を間接的に用いて色補正処理

を行うようになっている。なお、このような色補正処理により生成された撮

像信号 S out は、信号処理部 4 の外部 （図示 しない半導体記録媒体等）へ出力

される。また、この色補正処理部 4 3 の詳細構成については、後述する （図

3 ) 。

[0023] 光量制御部 4 4 は、駆動部 5 に対 して調光素子 2 2 の制御信号を供給する

ことにより、調光素子 2 2 の調光動作 （光量調整動作）を制御するものであ

る。この調光素子 2 2 の制御信号としては、ここでは、調光素子 2 2 におけ

る撮像光 L i n (入射光）の光透過率を示す光透過率情報 I t r a (調光素子

2 2 から出射される撮像光 L out (出射光）の光量 （透過光量，明るさ）を示

す光量情報）を用いている。

[0024] この光量制御部 4 4 は、具体的には、 A / D変換部 4 2 から出力される撮

像信号 S 1 における信号値を検出し、その信号値 （検波値）に基づいて光透

過率情報 I t r a (光量情報）を設定する。つまり、光量制御部 4 4 は、撮

像信号 S の信号値に基づいて調光素子 2 2 から出射される撮像光 L out の光

量 （透過光量）を決定 し、その光量に関する情報 I t r a を出力する。また

、光量制御部 4 4 は、図示 しない記憶部 （メモリ）上に予め保持された 「温

度と透過光量との対応関係」を示すデータ （テ一プル）を用いて、温度セン

サ 3 から出力される温度情報 I t e mを利用 した所定の温度補正 （透過光量

の温度補正）を行う機能も有 している。

[0025] 駆動部 5 は、光量制御部 4 4 から供給される光透過率情報 I t r a (光量情

報）に基づいて、調光素子 2 2 に対する駆動動作を行うものである。具体的

には、そのような光透過率情報 I t r a に基づいて調光素子 2 2 に対する駆

動電圧V を決定 し、その駆動電圧V を調光素子 2 2 (後述する透明電極 2 2

a , 2 2 1 b 間）に対 して供給することにより、駆動動作を行う。ここで

、その際に決定された駆動電圧V を示す情報が、前述 した駆動電圧情報 I V



に対応 している。なお、この駆動電圧V の決定手法の詳細については、後述

する （図4 ) 。

[0026] [調光素子 2 の詳細構成例]

図 2 は、調光素子 2 2 (液晶調光素子）の断面構成例を模式的に表 したも

のである。この調光素子 2 2 は、撮像光 L i nの入射側から撮像光 L out の出射

側へと向かって、透明基板 2 2 1 a 、透明電極 2 2 2 a 配向膜 2 2 3 a

液晶層 2 2 0 、配向膜 2 2 3 b 、透明電極 2 2 2 b および透明基板 2 2 1 b

がこの順に積層された積層構造を有 している。調光素子 2 2 にはまた、シ一

ル剤 2 2 4 、スぺ一サ 2 2 5 および封止部 2 2 6 が設けられている。

[0027] 液晶層 2 2 0 は液晶分子を含有する層であり、ここでは液晶分子に加えて

所定の色素分子 （二色性染料分子）を含有 している （図 2 では図示の簡略化

のため、液晶分子および色素分子をまとめて 「分子M」として示 している）

。すなわち、調光素子 2 2 は、色素 （二色性色素）を含有するゲス ト—ホス

卜 （G H ) 型の液晶を用いて構成されている。

[0028] このようなG H型の液晶 （G H型液晶）は、電圧印加時における液晶分子

の長軸方向の相違により、ネガ型のものとポジ型のものとに大別される。ポ

ジ型のG H型液晶は、電圧無印加時 （O F F状態）には液晶分子の長軸方向

が光軸に対 して垂直となり、電圧印加時 （O N状態）には液晶分子の長軸方

向が光軸に対 して平行となるものである。一方、ネガ型のG H型液晶は、逆

に、電圧無印加時には液晶分子の長軸方向が光軸に対 して平行となり、電圧

印加時には液晶分子の長軸方向が光軸に対 して垂直となるものである。ここ

で、色素分子は液晶分子と同 じ方向 （向き）に配向するため、ポジ型の液晶

をホス トとして用いた場合には、電圧無印加時には光透過率が相対的に低 く

なり （光出射側が相対的に暗くなり）、電圧印加時には光透過率が相対的に

高くなる （光出射側が相対的に明るくなる）。一方、ネガ型の液晶をホス ト

として用いた場合には、逆に、電圧無印加時には光透過率が相対的に高くな

り （光出射側が相対的に明るくなり）、電圧印加時には光透過率が相対的に

低 くなる （光出射側が相対的に暗くなる）。なお、本実施の形態では、液晶



層 2 6 0 がポジ型 および ネガ型 のいずれの液 晶 によ って構成 されていて もよ

いが、以下では、液 晶層 2 6 0 がネガ型 の液 晶か らな る場合 について代表 し

て説 明す る。

[0029] 透 明電極 2 2 2 a ， 2 2 2 b はそれ ぞれ、液 晶層 2 2 0 に対 して電圧 （駆

動電圧 V ) を印加 す るための電極 であ り、例 えば酸化 イ ンジ ウムスズ （I T

0 ；Ind i um T i n Ox i de) か らな る。 なお、 これ らの透 明電極 2 2 2 a ， 2 2

2 b と電気的 に接続 す るための配線 （図示せず） は、適宜配置 すれ ばよい。

[0030] 配 向膜 2 2 3 a ， 2 2 3 b はそれ ぞれ、液 晶層 2 2 0 内の各液 晶分子 を所

望 の方 向 （配 向方 向） に配 向 させ るための膜 であ る。 これ らの配 向膜 2 2 3

a , 2 2 3 b はそれ ぞれ、例 えばポ リイ ミ ド等 の高分子材料 か らな り、 予め

所定の方 向 にラ ビング （rubb i ng) 処理 が施 され る ことによ って液 晶分子の配

向方 向が設定 され るよ うにな っている。

[0031 ] 透 明基板 2 2 1 a は、 透 明電極 2 2 2 a お よび配 向膜 2 2 3 a を支持 す る

とともに液 晶層 2 2 0 を封 止す るための一方側 の基板 であ る。透 明基板 2 2

b は、 透 明電極 2 2 2 b お よび配 向膜 2 2 3 b を支持 す る とともに液 晶層

2 2 0 を封 止す るための他方側 の基板 であ る。 これ らの透 明基板 2 2 1 a ,

2 2 1 b はそれ ぞれ、例 えばガラス基板 か らな る。

[0032] シール剤 2 2 4 は、液 晶層 2 2 0 内の分子 M (液 晶分子 および色素分子）

を側面側 か ら封止す るための部材 であ り、例 えばェポキシ接着剤 や アク リル

接着剤等 の接着剤 か らな る。 スぺ 一サ 2 2 5 は、液 晶層 2 2 0 にお けるセル

ギ ャ ップ （厚 み） を一定 に保持 す るための部材 であ り、例 えば所定の樹脂材

料 またはガラス材料 か らな る。封止部 2 2 6 は、液 晶層 2 2 0 内 に分子 M を

封入す る際の封入 口であ る とともに、 その後 に液 晶層 2 2 0 内の分子 M を外

部 か ら封止す る部分 であ る。

[0033] [ 色補 正処理部 4 3 の詳細構成例 ]

図 3 は、色補 正処理部 4 3 の詳細構成例 をプロック図で表 わ した ものであ

る。 この色補 正処理部 4 3 は、色補 正値演算部 4 3 1 、補 正テ一 プル 4 3 2

(第 2 の補 正テ一 プル） および乗算部 4 3 3 を有 している。



[0034] 色補正値演算部 4 3 は、撮像信号 S と、光量制御部 4 4 から供給され

る駆動電圧情報 I V および温度情報 I t e m と、補正テ一プル 4 3 2 とを用

いて、色補正処理の際の色補正値G a i n (ゲイン値）を求めるものである

[0035] この補正テ一プル 4 3 2 は、駆動電圧情報 I V と色補正値G a i n とを予

め対応付けてなるテ一プルであり、ここでは特に、これらに加えて温度情報

I t e mもが対応付けられている。このような補正テ一プル 4 3 2 は、例え

ば図示 しない記憶部 （メモリ）上に予め保持されるようになっている。なお

、この補正テ一プル 4 3 2 の詳細構成については、後述する （図 6 ) 。

[0036] 乗算部 4 3 3 は、撮像信号 S に対 して、色補正値演算部 4 3 から出力

される色補正値G a i n を乗算することにより、色補正処理後の撮像信号 S o

ut ( = S X G a i n ) を生成するものである。

[0037] [撮像装置 1 の作用 効果]

( . 撮像動作）

この撮像装置 1 では、図 1 に示 したように、 レンズ 2 1 から出射された撮

像光 L i nが調光素子 2 2 へ入射 し、その光量 （透過光量）が調整されて撮像

光 L out として出射する。この撮像光 L out は、撮像素子 2 3 へ入射 して検出

され、撮像信号 S i nが得 られる。

[0038] このとき、例えば図 2 に示 した調光素子 2 2 (液晶調光素子）では、撮像

光 L i n (入射光）が液晶層 2 2 0 等を通過 （透過） し、撮像光 L out (出射光

) として出射される。この際に、透明電極 2 2 2 a ， 2 2 2 b 間に所定の電

圧 （駆動電圧V ) が印加されると、液晶層 2 2 0 内の分子M (液晶分子およ

び色素分子）の配向方向 （長軸方向）が変化 し、それに応 じて液晶層 2 2 0

を通過する撮像光 L out の光量 （透過光量）も変化する。換言すると、入射す

る撮像光 L i nの光透過率が変化する。 したがって、このときの駆動電圧V を

調整することにより、調光素子 2 2 全体を通過する撮像光 L out の光量 （撮像

光 L i nの光透過率）が、 （機械的ではなく）電気的に調整可能となる （任意

の調光動作が可能となる）。このようにして、調光素子 2 2 において撮像光



に対する光量調整 （調光）が行われる。

[0039] ここで図 4 は、調光素子 2 2 (液晶調光素子）における、印加される駆動

電圧 V と撮像光 L i nの透過率 （光透過率 T ) との関係の一例 を模式的に表 し

たものである。 この例では、液晶層 2 2 0 においてネガ型のG H 型液晶を用

し、、電圧無印加状態 （O F F 状態）における撮像光 L out の光量 （透過光量）

を基準 （1 0 0 % ) と して示 している。 この図 4 により、駆動電圧 V が増加

するのに応 じて液晶層 2 2 0 での遮光量が急激 に大 きくなつていき （光透過

率 丁が急激 に低下 していき）、略一定値 に収束 している （O N状態） ことが

分かる。 このような調光素子 2 2 における光透過率 T の変化の際の値や傾 き

、調光範囲はそれぞれ、液晶層 2 2 0 (液晶および色素）の材料や濃度、液

晶層 2 2 0 のセルギャップ （厚み）、配向膜 2 2 3 a , 2 2 3 b の種類 （材

料）等に応 じて変化する。なお、液晶層 2 2 0 においてポジ型のG H 型液晶

を用いた場合には、図 4 の特性 とは逆に、電圧無印加状態で透過率が低 く、

駆動電圧 V が増加するのに応 じて光透過率 T が上昇 してい く傾向となる。

[0040] 次 いで、信号処理部 4 では、上記のように して得 られた撮像信号 S i nに対

して所定の信号処理 を行 うとともに、調光素子 2 2 に対 して所定のフィー ド

ノくック制御 （光量制御）を行 う。具体的には、 まず、 S / H A G C 回路 4

が、撮像信号 S i nに対 して S / H 処理 を行 うとともにA G C 機能を用いた

所定の信号増幅処理 を行 う。続いて、 A / D 変換部 4 2 が A / D 変換処理 を

行 うことにより、デジタル信号か らなる撮像信号 S 1 を生成する。そ して、

色補正処理部 4 3 が、 この撮像信号 S に対 して後述する色補正処理 を行い

、色補正処理後の撮像信号 S out を生成する。

[0041 ] 一方、信号処理部 4 内の光量制御部 4 4 では、撮像信号 S 1 における信号

値 （検波値） と、温度センサ 3 か ら出力される温度情報 I t e m (調光素子

2 2 近傍の温度情報） とを用いて、調光素子 2 2 の制御信号 と しての光透過

率情報 I t r a (光量情報）を設定 し出力する。そ して駆動部 5 は、 この光

量制御部 4 4 か ら供給 される光透過率情報 I t r aに基づいて、調光素子 2 2

に対する駆動動作を行 う。具体的には、そのような光透過率情報 I t r a に



基づいて調光素子 2 2 の駆動電圧V を決定 し、その駆動電圧V を調光素子 2

2 (透明電極 2 2 1 a , 2 b 間）に対 して供給することにより、駆動動

作を行う。この際、駆動部 5 は、調光素子 2 2 における光透過率 T と駆動電

圧V との関係を示す特性線 （例えば前述 した図4 参照）を用いて、光透過率

情報 I t r a から駆動電圧V を決定する。図4 中に示 した例では、光透過率

情報 I t r a で示す光透過率 T 1 から、駆動電圧V = V が求められるよう

になっている。

[0042] ( 2 . 色補正処理）

ところで、このような調光素子を介 して得 られた撮像信号では一般に、状

況に応 じて撮像信号における色バランス （色合い，ホワイ 卜バランス）がず

れて しまい、撮像画質が低下 して しまう場合がある。

[0043] 具体的には、例えば図 5 に示 したように、まず、調光素子のO N状態 （遮

光状態）およびO F F状態 （非遮光状態）のいずれにおいても、撮像光の波

長領域に応 じて、その撮像光の光透過率が若干異なっている。また、特に0

N状態では、温度 （調光素子近傍の環境温度）の変化に応 じて、波長領域ご

との光透過率が一律には変化 しない。具体的には、この例では、青色 （B )

，緑色 （G ) の波長領域ではそれぞれ、低温から高温へと温度が上昇するの

に従って光透過率が低下するのに対 し、赤色 （R ) の波長領域では、低温か

ら高温へと温度が上昇するのに従って、逆に光透過率が増加 している。この

ように、その時点での撮像光の透過光量 （明るさ）や温度に応 じて、調光素

子を透過 した撮像光の色合いが変化 して しまい、ひいては撮像信号における

色バランス （ホワイ トバランス）が変化 して しまう。なお、このような撮像

信号における色バランスのずれは、液晶調光素子の場合に顕著に生ずる。

[0044] そこで本実施の形態では、信号処理部 4 内の色補正処理部 4 3 において、

調光素子 2 2 を介 して得 られた撮像信号 （ここではその後の信号処理後の撮

像信号 S 1 ) に対 して、以下説明する色補正処理を行うことにより、上記 し

た色バランスのずれを低減させている。

[0045] すなわち、図 1 および図 3 に示 したように、色補正処理部 4 3 は、調光素



子 2 2 から出射される撮像光 L out の光量 （透過光量）に関する情報 （光透過

率情報 I t r a ) を間接的に用いて、撮像信号 S に対する色補正処理を行

う。具体的には、光量制御部 4 4 から供給される駆動電圧情報 I V (調光素

子 2 2 の駆動電圧V を示す情報）および温度情報 I t e m (調光素子 2 2 近

傍の温度を示す情報）を用いて、そのような色補正処理を行う。より具体的

には、駆動電圧情報 I V と色補正値G a i n とを予め対応付けてなる補正テ

—プル 4 3 2 を用いて、色補正処理を行う。

[0046] この補正テ一プル 4 3 2 としては、例えば図 6 ( A ) に示 したように、駆

動電圧情報 I V の値と、色補正値G a i n (例えば、赤色用の色補正値 R G

a i n , 青色用の色補正値 B G a i n ) とが、所定の特性線により対応付け

られたものが挙げられる。あるいは、例えば図 6 ( B ) に示 したように、駆

動電圧情報 I V の値と色補正値G a i n とが、温度情報 I t e mの値 （低温

，常温，高温等）ごとに所定の特性線により対応付けられたものが挙げられ

る。なお、ここでは、調光素子 2 2 (液晶調光素子）における駆動電圧V と

光透過率 T との関係が、一般に例えば3 次式からなる特性曲線により規定さ

れていることに起因 して、これらの補正テ一プル 4 3 2 における対応付けを

規定する特性線もまた、 3 次式からなる特性曲線となっている。換言すると

、補正テ一プル 4 3 2 における対応付けを規定する補正式が、ここでは3 次

式となっている。

[0047] そ して、色補正処理部 4 3 では、このような補正テ一プル 4 3 2 により得

られる色補正値G a i n を用いて、撮像信号 S out における色バランス値が、

調光素子 2 2 から出射される撮像光 L out の光量と調光素子 2 2 近傍の温度と

の双方に依存せずに略一定 （望ましくは一定）となるように、色補正処理を

行う。具体的には、本実施の形態では、色補正処理部 4 3 は、例えば図 7 に

示 したようにして色補正処理を行う。

[0048] すなわち、まず色補正処理部 4 3 は、前述 したように、光量制御部 4 4 か

ら駆動電圧情報 I V および温度情報 I t e mをそれぞれ取得する （図 7 のス

テツプS 1 1，S 1 2 ) 。次いで、色補正処理部 4 3 は、このようにして取



得 した駆動電圧情報 I V および温度情報 I t e mを用いて、前述 した補正テ

—プル 4 3 2 から色補正値G a i n を求める （ステップS 1 3 ) 。

[0049] 具体的には、まず、例えば図 8 ( A ) に示 したように、駆動電圧情報 I V

が示す駆動電圧V x から、色補正値G a i n (例えば、赤色用の色補正値 R

G a i n = R x , 青色用の色補正値 B G a i n = B x ) を求める。このとき

の補正テ一プル 4 3 2 における3 次式 （近似式）は、例えば以下の （1 ) 式

および （2 ) 式のようになる。なお、これらの式中における係数 a R，b R，c R

，d R，a B，b B，c B，d Bはそれぞれ、補正テ一プル 4 3 2 内で保持されてい

る。このようにして、まず、駆動電圧V による色補正値G a i n が求められ

る。

R X = a RX V x 3 + b RX V x 2 + c RX V X + d R ( 1 )

B x = a BX V x 3+ b BX V x 2+ c BX V x + d B ( 2 )

[0050] 次に、色補正処理部 4 3 は、例えば図 8 ( B ) に示 したように、温度情報

I t e mが示す温度 （調光素子 2 2 近傍の温度）を考慮 した色補正値G a i

n を求める。これは、前述 した図 6 ( B ) で示 したように、駆動電圧V が同

じでも温度に応 じて色補正値G a i n が異なるためである。ただ し、例えば

図 8 ( B ) に示 したように、温度と色補正値G a i n との間には線形関係が

あるため、例えば高温 （ここでは 7 0 °C ) と低温 （ここでは_ 1 0 °C ) との

2 ケ所についてのみ、補正テ一プル 4 3 2 内にそれらの色補正値G a i n が

保持されているようにする。ここでは、 7 0 °Cのときの色補正値 R G a i n

= ( T 7 ) ，B G a i n = B ( T 7 ) とし、 _ 1 0 °Cのときの色補正値 R

G a i n = R ( T _
1
) ，B G a i n = B ( T _

1
) とする。そして、それらの

間の温度における色補正値G a i n ( R G a i n = R ( T ) ，B G a i n

= B ( T ) ) については、以下の （3 ) ~ ( 5 ) 式で表わされる線形補間に

より求めるようにする。このようにして、調光素子 2 2 近傍の温度を考慮 し

た色補正値G a i n が求められる。

R ( T ) = R ( T —
10
) + Χ { R ( Τ 7 ) _ R ( Τ —

10
) } ( 3 )

Β ( Τ ) = Β ( Τ —
10
) + Χ { Β ( Τ 7 ) - Β ( Τ —

10
) } （4 )



= [ T x / { 7 0 - ( - 0 ) } ] （5 )

[0051 ] 最後 に色補正処理部 4 3 は、前述 したように、撮像信号 S 1 に対 してこの

ように して求め られた色補正値 G a i n を乗算することにより、色補正処理

後の撮像信号 S out ( = S X G a i n ) を生成する。以上のように して、色

補正処理部 4 3 による色補正処理が終 了となる。

[0052] このような色補正処理 により本実施の形態では、調光素子 2 2 か ら出射さ

れる撮像光 L out の光量に関する情報 （光透過率情報 I t r a ) を考慮 した色

補正が実現 される。 また、 ここでは特 に、そのような光量に関する情報 （光

透過率情報 I t r a ) に加えて、調光素子 2 2 近傍の温度情報 （温度情報 I

t e m ) をも考慮 して、色補正が行われる。

[0053] 以上のように本実施の形態では、調光素子 2 2 か ら出射される撮像光 L out

の光量に関する情報 （光透過率情報 I t r a ) に基づいて （ここでは間接的

に用いて）、調光素子 2 2 を介 して得 られた撮像信号 S に対する色補正処

理 を行 うように したので、そのような光量に関する情報 を考慮 した色補正を

実現することができる。 よって、調光素子 2 2 を用いて取得 した撮像信号に

対 して適切な色補正を行 うことが可能 となる。

[0054] また、特 に本実施の形態では、光量に関する情報 （光透過率情報 I t r a

) に加えて、調光素子 2 2 近傍の温度 を示す温度情報 I t e m をも用いて色

補正処理 を行 うように したので、温度特性 も含めた色再現 を実現することが

可能 となる。

[0055] < 第 2 の実施の形態>

[撮像装置 1 A の構成 ]

図 9 は、本開示の第 2 の実施の形態に係 る撮像装置 （撮像装置 1 A ) の概

略構成 をプロック図で表 したものである。 この撮像装置 1 A は、第 1 の実施

の形態の撮像装置 1 において、信号処理部 4 の代わ りに信号処理部 4 A を備

えたものであ り、他の構成は同様 となっている。なお、以下では、第 1 の実

施の形態における構成要素 と同一のものには同一の符号を付 し、適宜説明を

省略する。



[0056] 信号処理部 4 A は、第 1 の実施の形態における信号処理部 4 において、色

補正処理部 4 3 の代わりに色補正処理部 4 3 A を設けたものであり、他の構

成は同様となっている。この色補正処理部 4 3 A は、色補正処理部 4 3 とは

異なり、光量制御部 4 4 から供給される温度情報 I t e mおよび光透過率情

報 I t r a (光量情報）を用いて、色補正処理を行うものである。すなわち

、色補正処理部 4 3 では、撮像光 L out の光量に関する情報 （光透過率情報 I

t r a ) を間接的に用いて色補正処理を行っていたのに対 し、色補正処理部

4 3 A では、そのような撮像光 L out の光量に関する情報を直接用いて色補正

処理を行う。

[0057] 色補正処理部 4 3 A は、例えば図 1 0 に示 したように、色補正値演算部 4

3 1 A 、補正テ一プル 4 3 2 A および乗算部 4 3 3 を有 している。すなわち

、色補正処理部 4 3 において、色補正値演算部 4 3 および補正テ一プル 4

3 2 の代わりに、色補正値演算部 4 3 A および補正テ一プル 4 3 2 A (第

の補正テ一プル）をそれぞれ設けたものとなっている。

[0058] 色補正値演算部 4 3 A は、撮像信号 S と、光量制御部 4 4 から供給さ

れる光透過率情報 I t r a および温度情報 I t e m と、補正テ一プル 4 3 2

A とを用いて、色補正処理の際の色補正値G a i n を求めるものである。

[0059] この補正テ一プル 4 3 2 A は、光透過率情報 I t r a と色補正値G a i n

とを予め対応付けてなるテ一プルであり、ここでは特に、これらに加えて温

度情報 I t e mもが対応付けられている。このような補正テ一プル 4 3 2 A

もまた、例えば図示 しない記憶部 （メモリ）上に予め保持されるようになつ

ている。

[0060] このような補正テ一プル 4 3 2 A としては、例えば図 1 1 ( A ) に示 した

ように、光透過率情報 I t r a の値と、色補正値G a i n (例えば、赤色用

の色補正値 R G a i n ，青色用の色補正値 B G a i n ) とが、所定の特性

線により対応付けられたものが挙げられる。あるいは、例えば図 1 1 ( B )

に示 したように、光透過率情報 I t r a の値と色補正値G a i n とが、温度

情報 I t e mの値 （低温，常温，高温等）ごとに所定の特性線により対応付



けられたものが挙げられる。

[0061 ] ここで、本実施の形態の色補正処理では、前述 したように光透過率情報 I

t r a を直接用いて行われることに起因 して、 これ らの補正テ一プル 4 3 2

A における対応付けを規定する特性線が、 1 次式か らなる特性直線 となって

いる。換言すると、補正テ一プル 4 3 2 A における対応付けを規定する補正

式が、 ここでは 1 次式 となっている。つまり、光透過率情報 I t r a の値 と

色補正値 G a i n とが、線形関係 となっている。 このように、第 1 の実施の

形態の補正テ一プル 4 3 2 では、補正式が 3 次式 という複雑なものとなって

いるのに対 し、本実施の形態の補正テ一プル 4 3 2 A では補正式が 1 次式 と

なるため、第 1 の実施の形態 と比べて簡単かつ正確な色補正処理が実現 され

る。

[0062] また、 この補正テ一プル 4 3 2 A では、上記 した補正式 （1 次式）上に位

置する色補正値 G a i n の一部 を、線形補間 （1 次関数補間）により補間生

成 されたものとすることが可能である。具体的には、例えば図 1 1 ( A ) ，

( B ) 中の補正式上の点で示 した色補正値 G a i n 以外の色補正値 （補正式

上の直線で示 した部分）を、そのような線形補間により補間生成するように

してもよい。その場合、補正テ一プル 4 3 2 A の構成がより簡素になる （デ

—タ容量がより少な くて済む）。

[0063] なお、図 1 2 は、 このような補正テ一プル 4 3 2 A の一例 をより具体的に

表 したものである。 この例では、光透過率情報 I t r a の値 （最も暗い状態

を基準 に したときの光透過率比で規定） と色補正値 G a i n (赤色用の色補

正値 R G a i n ，青色用の色補正値 B G a i n ) とが、温度情報 I t e m

の値 （_ 1 0 °C ~ 7 0 °C ) ごとに対応付けられている。

[0064] そ して、本実施の形態の色補正処理部 4 3 A においても、 このような補正

テ一プル 4 3 2 A により得 られる色補正値 G a i n を用いて、第 1 の実施の

形態 と同様の色補正処理 を行 う。すなわち、撮像信号 S out における色バラン

ス値が、調光素子 2 2 か ら出射される撮像光 L out の光量 と調光素子 2 2 近傍

の温度 との双方に依存せずに略一定 （望 ま しくは一定） となるように、色補



正処理を行う。具体的には、本実施の形態では、色補正処理部 4 3 A は、例

えば図 1 3 に示 したようにして色補正処理を行う。

[0065] すなわち、まず色補正処理部 4 3 A は、前述 したように、光量制御部 4 4

から光透過率情報 I t r a および温度情報 I t e mをそれぞれ取得する （図

1 3 のステップS 2 1，S 2 2 ) 。次いで、色補正処理部 4 3 A は、このよ

うにして取得 した光透過率情報 I t r a および温度情報 I t e mを用いて、

前述 した補正テ一プル 4 3 2 A から色補正値G a i n を求める （ステップS

2 3 ) 。

[0066] 具体的には、まず、例えば図 1 4 に示 したように、光透過率情報 I t r a

が示す光透過率 E x から、色補正値G a i n (例えば、 R G a i n = R x ，

B G a i n = B x ) を求める。このとき、色補正処理部 4 3 A は、第 1 の実

施の形態とは異なり、例えば図 1 4 中に示 した P 0 ， P 1 の 2 点の座標のみ

を補正テ一プル 4 3 2 A 内の保持 し、例えば以下の （6 ) ~ ( 8 ) 式により

表わされる線形補間を用いて、色補正値G a i n を規定する点 P x の座標を

求める。このようにして、まず、光透過率による色補正値G a i n が求めら

れる。

R x = R O + a X ( R 1 —R O ) ( 6 )

B x = B O + a X ( B - B O ) ( 7 )

a = ( E x / . 3 3 ) ( 8 )

[0067] 次に、色補正処理部 4 3 A は、第 1 の実施の形態で説明 したステツプS

3 と同様にして、温度情報 I t e mが示す温度 （調光素子 2 2 近傍の温度）

を考慮 した色補正値G a i n を求める。

[0068] 最後に色補正処理部 4 3 A は、前述 したように、撮像信号 S 1 に対 してこ

のようにして求められた色補正値G a i n を乗算することにより、色補正処

理後の撮像信号 S out ( = S X G a i n ) を生成する。以上のようにして、

色補正処理部 4 3 A による色補正処理が終了となる。

[0069] [撮像装置 1 A の作用 効果]

本実施の形態の撮像装置 1 A においても、基本的には第 1 の実施の形態の



撮像装置 1 と同様の作用により同様の効果を得 ることが可能である。すなわ

ち、光量に関する情報 を考慮 した色補正を実現することができ、調光素子 2

2 を用いて取得 した撮像信号に対 して適切な色補正を行 うことが可能 となる

。 また、光量に関する情報 （光透過率情報 I t r a ) に加えて、調光素子 2

2 近傍の温度 を示す温度情報 I t e m をも用いて色補正処理 を行 っているた

め、温度特性 も含めた色再現 を実現することが可能 となる。

[0070] また、特 に本実施の形態の色補正処理部 4 3 A では、撮像光 L out の光量に

関する情報 を直接用いて色補正処理 を行 うように したので、補正テ一プル 4

3 2 A における補正式が 1 次式 とな り、第 1 の実施の形態 と比べて簡単かつ

正確な色補正処理 を実現することができる。

[0071 ] < 変形例>

続いて、上記第 1 ，第 2 の実施の形態の変形例 （変形例 1 ， ) について

説明する。なお、 これ らの実施の形態における構成要素 と同一のものには同

一の符号を付 し、適宜説明を省略する。

[0072] [ 変形例 1 ， 2 ]

図 1 5 ( A ) は、変形例 1 に係 る色補正処理部 （色補正処理部 4 3 B ) の

プロック構成 を表 したものである。 また、図 1 5 ( B ) は、変形例 2 に係 る

色補正処理部 （色補正処理部 4 3 C ) のプロック構成 を表 したものである。

[0073] 変形例 1 の色補正処理部 4 3 B は、第 1 の実施の形態の色補正処理部 4 3

において、色補正値演算部 4 3 の代わ りに色補正値演算部 4 3 B を設け

たものであ り、他の構成は同様 となっている。 この色補正処理部 4 3 B では

色補正処理部 4 3 とは異な り、色補正値演算部 4 3 B において、光量制御

部 4 4 か ら供給 される温度情報 I t e m を用いずに、光量制御部 4 4 か ら供

給 される駆動電圧情報 I V を用いて色補正処理 を行 う。 したがって、本変形

例では補正テ一プル 4 3 2 と しては、例えば前述 した図 6 ( A ) に示 したも

のを用いる。

[0074] 変形例 2 の色補正処理部 4 3 C は、第 2 の実施の形態の色補正処理部 4 3

A において、色補正値演算部 4 3 A の代わ りに色補正値演算部 4 3 C を



設けたものであり、他の構成は同様となっている。この色補正処理部 4 3 C

では色補正処理部 4 3 A とは異なり、色補正値演算部 4 3 1 C において、光

量制御部 4 4 から供給される温度情報 I t e mを用いずに、光量制御部 4 4

から供給される光透過率情報 I t r a (光量情報）を用いて色補正処理を行

う。 したがって、本変形例では補正テ一プル 4 3 2 A としては、例えば前述

した図 1 1 ( A ) に示 したものを用いる。

[0075] これらの変形例 1， 2 のように、光量制御部 4 4 から供給される温度情報

I t e mを用いずに、撮像光 L out の光量に関する情報 （光透過率情報 I t r

a ) を直接もしくは間接的に用いて色補正処理を行うようにしてもよい。こ

の場合、色補正処理部 4 3 B , 4 3 C では、撮像信号 S out における色バラン

ス値が調光素子 2 2 から出射される撮像光 L out の光量に依存せずに略一定 （

望ましくは一定）となるように、色補正処理を行う。

[0076] < その他の変形例>

以上、いくつかの実施の形態および変形例を挙げて本開示の技術を説明 し

たが、本技術はこれらの実施の形態等に限定されず、種々の変形が可能であ

る。

[0077] 例えば、上記実施の形態等では、G H型の液晶を用いた液晶調光素子を例

に挙げて説明 したが、この場合には限られず、G H型の液晶以外の液晶を用

いた液晶調光素子を用いるようにしてもよく、更には液晶調光素子以外の調

光素子であってもよい。

[0078] 具体的には、液晶調光素子以外の調光素子としては、以下の方式の調光素

子が挙げられる。すなわち、例えば、サ一モク口ミズ厶 （実用例 ：マグカツ

プ、ポリマ一シ一 卜等）ゃサ一モ ト口ピックに使用されるゲル物質を用いた

調光素子、フォ トクロミック （実用例 ：紫外線によって変化するサングラス

等）における材料を用いた調光素子、ガスクロミック （実用例 ：窓ガラス等

) における水素ガス等を用いた調光素子、エレク ト口クロミック （実用例 ：

窓ガラス等）におけるW 0 3 (酸化タングステン），N b 20 5 (酸化ニオブ），

N i 0 (酸化ニッケル），C r 20 3 (酸化クロム）等を用いた調光素子などが



挙 げ られ る。

[0079] 更 に、 上 記 実施 の形 態 等 で は、 撮 像 装 置 の各構 成 要 素 （信 号 処理 部 の プ ロ

ック構 成 ） を具 体 的 に挙 げて説 明 した が、 全 て の構 成 要 素 を備 え る必 要 はな

く、 また、 他 の構 成 要 素 を更 に備 えて いて も よい。 例 え ば、 上 記 実施 の形 態

等 で は、 撮 像 装 置 内 （撮 像 光 の光路 上 ） に レンズ （レンズ群 ） が 1 つ設 け ら

れ て い る場 合 を例 に挙 げて説 明 した が、 これ には限 られ な い。 す なわ ち、 例

え ば、 撮 像 光 の光路 上 に レンズ （レンズ群 ） が複 数 設 け られ て いて も よ く、

あ るい は、 その よ うな レンズ （レンズ群 ） が撮 像 装 置 内 に設 け られ て いな く

て も よい。

[0080] また、 上 記 実施 の形 態 等 で説 明 した信 号 処理 （色補 正処理 等 ） は、 ハ ー ド

ウ ェア （回路 ） で行 わ れ る よ うに して も よい し、 あ るい は ソ フ トウ ェア （プ

ログラム） で行 わ れ る よ うに して も よい。 ソ フ トウ ェアで行 わ れ る よ うに し

た場 合、 その ソ フ トゥ I ァは、 各信 号 処理機 能 （色補 正処理機 能 等 ） を コ ン

ピュー タ （撮 像 装 置 内の マ イ ク ロコ ン ピュー タ等 ） に よ り実 行 させ るため の

プ ログラム群 で構 成 され る。 各 プ ログラム は、 例 え ば、 専 用 のハ ー ドウ ェア

に予 め組 み込 まれ て用 い られ て も よい し、 汎 用 のパ ー ソナル コ ン ピュー タな

どにネ ッ 卜ワー クや記録 媒 体 か らイ ン ス トール して用 い られ て も よい。

[0081 ] な お、 本技 術 は以 下 の よ うな構 成 を取 る こ とも可 能 で あ る。

( )

入射 す る撮 像 光 の光 量 を調 整 す る調 光 素 子 と、

前 記調 光 素 子 か ら出射 され た撮 像 光 に基 づ いて撮 像 信 号 を取得 す る撮 像 素

子 と、

前 記調 光 素 子 か ら出射 され る撮 像 光 の光 量 に関 す る情 報 に基 づ いて、 前 記

撮 像 素 子 に よ り得 られ た撮 像 信 号 に対 す る色補 正 を行 う色補 正処理 部 と

を備 え、

前 記 色補 正処理 部 は、 前 記撮 像 信 号 にお け る色 バ ラ ン ス 値 が、 前 記調 光 素

子 か ら出射 され る撮 像 光 の光 量 に依 存 せ ず に略 一 定 とな る よ うに、 前 記 色補

正 を行 う



撮像装置。

( 2 )

前記色補正処理部 は、前記光量 に関する情報 を直接用いて前記色補正を行

う

上記 （1 ) に記載の撮像装置。

( 3 )

前記色補正処理部 は、前記光量 に関する情報 と色補正値 とを予め対応付 け

てなる第 1 の補正テ一プル を用いて、前記色補正を行 う

上記 （2 ) に記載の撮像装置。

( 4 )

前記第 1 の補正テ一プル における対応付 けを規定する補正式が、 1 次式で

ある

上記 （3 ) に記載の撮像装置。

( 5 )

前記 1 次式上 に位置する前記色補正値の一部が、線形補間によ り補間生成

されたものである

上記 （4 ) に記載の撮像装置。

( 6 )

前記撮像信号の信号値 に基づいて前記調光素子か ら出射 される撮像光の光

量 を決定 し、前記光量 に関する情報 を出力する光量制御部 と、

前記光量制御部か ら出力される光量 に関する情報 に基づいて前記調光素子

に対する駆動電圧 を決定 し、 その駆動電圧 を前記調光素子へ供給する駆動部

と

を備 え、

前記色補正処理部 は、前記光量 に関する情報 を前記光量制御部か ら取得す

る

上記 （2 ) ない し （5 ) のいずれかに記載の撮像装置。

( 7 )



前記色補正処理部 は、前記光量 に関する情報 を間接的に用いて前記色補正

を行 う

上記 （1 ) に記載の撮像装置。

( 8 )

前記色補正処理部 は、前記光量 に関する情報 に基づいて決定される、前記

調光素子の駆動電圧 を示す駆動電圧情報 を用いて、前記色補正を行 う

上記 （7 ) に記載の撮像装置。

( 9 )

前記色補正処理部 は、前記駆動電圧情報 と色補正値 とを予め対応付 けてな

る第 2 の補正テ一プル を用いて、前記色補正を行 う

上記 （8 ) に記載の撮像装置。

( 0 )

前記撮像信号の信号値 に基づいて前記調光素子か ら出射 される撮像光の光

量 を決定 し、前記光量 に関する情報 を出力する光量制御部 と、

前記光量制御部か ら出力される光量 に関する情報 に基づいて前記駆動電圧

を決定 し、 その駆動電圧 を前記調光素子へ供給する駆動部 と

を備 え、

前記色補正処理部 は、前記駆動部か ら前記光量制御部 を介 して前記駆動電

圧情報 を取得する

上記 （8 ) または （9 ) に記載の撮像装置。

( )

前記色補正処理部 は、前記光量 に関する情報 に加えて、前記調光素子近傍

の温度 を示す温度情報 を用いて、前記色補正を行 う

上記 （1 ) ない し （1 0 ) のいずれかに記載の撮像装置。

( )

前記色補正処理部 は、前記撮像信号 における色バ ラ ンス値が、前記調光素

子か ら出射 される撮像光の光量 と前記調光素子近傍の温度 との双方 に依存せ

ずに略一定 となるように、前記色補正を行 う



上記 （1 1 ) に記載の撮像装置。

( 3 )

前記光量 に関する情報が、前記調光素子における光透過率 を示す情報であ

る

上記 （1 ) ない し （1 2 ) のいずれかに記載の撮像装置。

( )

前記調光素子が液晶調光素子である

上記 （1 ) ない し （1 3 ) のいずれかに記載の撮像装置。

( 5 )

前記撮像光の光路上 に、 1 または複数の レンズを備 えた

上記 （1 ) ない し （1 4 ) のいずれかに記載の撮像装置。

( 6 )

入射する撮像光の光量 を調整する調光素子か ら出射 された撮像光 に基づい

て、撮像素子において撮像信号 を取得するステ ツプと、

前記調光素子か ら出射 される撮像光の光量 に関する情報 に基づいて、前記

撮像素子によ り得 られた撮像信号 に対する色補正を行 うステ ップと

を含み、

前記色補正を行 うステ ツプでは、前記撮像信号 における色バ ランス値が、

前記調光素子か ら出射 される撮像光の光量 に依存せずに略一定 となるように

、 目ぉ己色拖正な行 つ

色補正方法。

( )

入射する撮像光の光量 を調整する調光素子か ら出射 された撮像光 に基づい

て撮像素子によ り得 られた撮像信号 を取得するステ ツプと、

前記調光素子か ら出射 される撮像光の光量 に関する情報 に基づいて、前記

撮像信号 に対する色補正を行 うステ ップと

をコンピュータに実行 させると共 に、

前記色補正を行 うステ ツプでは、前記撮像信号 における色バ ランス値が、



前記調光素子から出射される撮像光の光量に依存せずに略一定となるように

、前言己色補正を行う

色補正プログラム。

[0082] 本出願は、日本国特許庁において2 0 1 1年 1 2 月2 日に出願された日本

特許出願番号 2 0 —2 6 4 9 5 9 号を基礎として優先権を主張するもの

であり、この出願のすべての内容を参照によって本出願に援用する。

[0083] 当業者であれば、設計上の要件や他の要因に応 じて、種々の修正、コンビ

ネ一シヨン、サブコンビネーシ ョン、および変更を想到 し得るが、それらは

添付の請求の範囲やその均等物の範囲に含まれるものであることが理解され

る。



請求の範囲

[ 請求項 1] 入射する撮像光の光量 を調整する調光素子 と、

前記調光素子か ら出射 された撮像光 に基づいて撮像信号 を取得する

撮像素子 と、

前記調光素子か ら出射 される撮像光の光量 に関する情報 に基づいて

、前記撮像素子によ り得 られた撮像信号 に対する色補正を行 う色補正

処理部 と

を備 え、

前記色補正処理部 は、前記撮像信号 における色バ ラ ンス値が、前記

調光素子か ら出射 される撮像光の光量 に依存せずに略一定 となるよう

に、 目」お 色補正を行 つ

撮像装置。

[ 請求項 2 ] 前記色補正処理部 は、前記光量 に関する情報 を直接用いて前記色補

正を行 う

請求項 1 に記載の撮像装置。

[ 請求項 3 ] 前記色補正処理部 は、前記光量 に関する情報 と色補正値 とを予め対

応付 けてなる第 1 の補正テ一プル を用いて、前記色補正を行 う

請求項 2 に記載の撮像装置。

[ 請求項 4 ] 前記第 1 の補正テ一プル における対応付 けを規定する補正式が、 1

次式である

請求項 3 に記載の撮像装置。

[ 請求項 5 ] 前記 1 次式上 に位置する前記色補正値の一部が、線形補間によ り補

間生成 されたものである

請求項 4 に記載の撮像装置。

[ 請求項 6 ] 前記撮像信号の信号値 に基づいて前記調光素子か ら出射 される撮像

光の光量 を決定 し、前記光量 に関する情報 を出力する光量制御部 と、

前記光量制御部か ら出力される光量 に関する情報 に基づいて前記調

光素子に対する駆動電圧 を決定 し、 その駆動電圧 を前記調光素子へ供



給する駆動部 と

を備 え、

前記色補正処理部 は、前記光量 に関する情報 を前記光量制御部か ら

取得する

請求項 2 に記載の撮像装置。

[ 請求項7] 前記色補正処理部 は、前記光量 に関する情報 を間接的に用いて前記

色補 を行 つ

請求項 1 に記載の撮像装置。

[ 請求項8] 前記色補正処理部 は、前記光量 に関する情報 に基づいて決定される

、前記調光素子の駆動電圧 を示す駆動電圧情報 を用いて、前記色補正

を行 う

請求項 7 に記載の撮像装置。

[ 請求項 9] 前記色補正処理部 は、前記駆動電圧情報 と色補正値 とを予め対応付

けてなる第 2 の補正テ一プル を用いて、前記色補正を行 う

請求項 8 に記載の撮像装置。

[ 請求項 10] 前記撮像信号の信号値 に基づいて前記調光素子か ら出射 される撮像

光の光量 を決定 し、前記光量 に関する情報 を出力する光量制御部 と、

前記光量制御部か ら出力される光量 に関する情報 に基づいて前記駆

動電圧 を決定 し、 その駆動電圧 を前記調光素子へ供給する駆動部 と

を備 え、

前記色補正処理部 は、前記駆動部か ら前記光量制御部 を介 して前記

駆動電圧情報 を取得する

請求項 8 に記載の撮像装置。

[ 請求項 11] 前記色補正処理部 は、前記光量 に関する情報 に加えて、前記調光素

子近傍の温度 を示す温度情報 を用いて、前記色補正を行 う

請求項 1 に記載の撮像装置。

[ 請求項 12] 前記色補正処理部 は、前記撮像信号 における色バ ラ ンス値が、前記

調光素子か ら出射 される撮像光の光量 と前記調光素子近傍の温度 との



双方 に依存せずに略一定 となるように、前記色補正を行 う

請求項 1 1 に記載の撮像装置。

[ 請求項 13] 前記光量 に関する情報が、前記調光素子における光透過率 を示す情

報である

請求項 1 に記載の撮像装置。

[ 請求項 14] 前記調光素子が液晶調光素子である

請求項 1 に記載の撮像装置。

[ 請求項 15] 前記撮像光の光路上 に、 1 または複数の レンズを備 えた

請求項 1 に記載の撮像装置。

[ 請求項 16] 入射する撮像光の光量 を調整する調光素子か ら出射 された撮像光 に

基づいて、撮像素子において撮像信号 を取得することと、

前記調光素子か ら出射 される撮像光の光量 に関する情報 に基づいて

、前記撮像素子によ り得 られた撮像信号 に対する色補正を行 うことと

を含み、

前記色補正を行 うことにおいて、前記撮像信号 における色バ ランス

値が、前記調光素子か ら出射 される撮像光の光量 に依存せずに略一定

となるように、前記色補正を行 う

色補正方法。

[ 請求項 17] 入射する撮像光の光量 を調整する調光素子か ら出射 された撮像光 に

基づいて撮像素子によ り得 られた撮像信号 を取得することと、

前記調光素子か ら出射 される撮像光の光量 に関する情報 に基づいて

、前記撮像信号 に対する色補正を行 うことと

をコンピュータに実行 させると共 に、

前記色補正を行 うことにおいて、前記撮像信号 における色バ ランス

値が、前記調光素子か ら出射 される撮像光の光量 に依存せずに略一定

となるように、前記色補正を行 う

色補正 プログラム。
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